
世田谷「家のバトン」プロジェクト
～「片付け」から始める家のこれから～

チーム世田谷未来デザイン

担当自治体：世田谷区



■地域課題

空き家にしない、地域をつなぐまちづくり

不動産流通が盛んな世田谷区でも、売る・貸す以前に「家財整理が億劫」
「決断が重い」「他人に使われる抵抗感」により“なんとなくそのまま”の
空き家（予備軍含む）が生まれる。空き家化後に慌てないためには、居住
中からの“家の終活”意識づけと、地域の受け皿づくりを同時に進める必要
がある。





■世田谷区空家等実態調査について
学生調査員 総数

１３８名

・駒沢大学：３０名
・成城大学・大学院：２９名
・明治大学・大学院：２６名
・昭和女子大学・大学院：１９名
・東京都市大学：１５名
・早稲田大学・大学院：８名
・大妻女子大学：６名
・芝浦工業大学：５名

■参加大学の内訳

・チームの人数に応じて各チームへ対象物件を割り振り
・調査は２人以上４人以下で行う

■調査の実施体制

説明会の様子
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